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適
度
に

援
け
ら
れ
つ

つ
、

田

中
に

よ
る

中
間
層
の

意

識
論
を
さ

ら

に

深
め

る

こ

と

は
、

和
解
に

根
ざ
す

霊
的
平

和
論
を

基
礎

付
け、

さ

ら

に

イ
ン

カ

ル

チ
ュ

レ

ー
シ

ョ

ン

の

意
識
論
的
次
元
を

開
示
し
え
る

だ
ろ

う
。

新
渡
戸
稲
造
と

国
際
交
流

森

上

優

子

　
新
渡
戸
稲
造

（

一

八
六
ニ

ー
一

九
三

三
）

は、

近

代
日
本
を

代
表
す
る

キ

リ
ス

ト

者
で

あ
り

、

ま
た

国

際
交
流
活
動
に

尽

力
し
た

人
物
と

し
て

広

く
知
ら

れ
て

い

る
。

彼
は、

大
学
入

学
時
に

行
わ
れ
た

面

接
の

際、

「

日

本
の

思
想
を

外
国
に

伝
へ

、

外

国
の

思
想
を
日
本
に

普
及
す
る

媒
酌
に

な

り
度
い
」

と
そ

の

抱

負
を

述
べ

、

そ

れ

以

来
「

太

平
洋
の

橋
」

と

な
っ

て
、

積
極

的
に

国
際
交
流
活
動
を

展
開
し

た
。

本

発
表
で

は
、

こ

の

活

動

を
支
え
た
思

想
を

考
え
て

み

た
い

。

　
新

渡
戸
が

行
っ

た

国
際
交
流

活
動
は
、

欧
米
を

中
心
と

し

て

行
わ
れ
た

こ

と
が

特
色
の

ひ

と

つ

と
し

て

挙
げ
ら

れ
る

。

彼
は

、

幼
少
期
か

ら
青

年

期
に

か

け
て

、

学
校
教

育
な
ど
を

通
じ

て

異
文
化
で

あ
る
西
洋
と

出
会

う

機
会
に

恵
ま
れ
、

日

本
人
と

し
て

の

自
覚
を

深
め
て

い

っ

た

と

思

わ
れ

る
。

新
渡
戸
は

『

武
士
道
』

の

執
筆
動
機
を

「

人

間
に

柬
西
の

区

別
は

な

い
」

こ

と

を

主
張
し

よ
う
と

し

た

と

述
べ

る

が、

こ

れ

は
、

西
洋
が

東
洋

を
劣

等
視
す
る

よ
う
な
当

時
の

現
状
を

打
開
し
よ
う
と

す
る

意
識
の

現
れ

で

あ
っ

た

と

言
え
る

で

あ
ろ

う。

　
新

渡
戸
は

、

西
洋
と

東
洋
と

の

間
に

共

通
す
る

項
と

し

て

「

人

間
」

を

打
ち

立
て

る
。

「

西
洋
人

も
人
な
ら

ば、

日

本
人
も

人
で

あ
る

。

人

と
し

て

の

共
通
点
が

あ
り

得
る

な

ら
ば、

東
西
の

差
異
を

論
ず
る

と

同
時
に
、

ま

た
そ

の

共
通
点
を
も

大
い

に

記
憶
し
て

ゐ

な
け
れ

ば
な
ら
な
い

と

思
ふ

の

で

あ
る
」

〔

『

西

洋
の

事
情
と

思
想
』

〉

。

こ

の

よ

う
に

新
渡
戸
は

「

共
通

点
」

を

主

張
す

る
こ

と

を

繰
り

返
す
が、

そ

の

根
底
に

は

人

間
の

心
に

「

内
的
制
裁
」

と

さ
れ
る

「

内
部
の

矩
」

が

存
在
す
る

と
い

う

確
信
が

あ

っ

た
。

新
渡
戸
は、

そ
の

「

内
部
の

矩
」

の

例
と
し

て

「

各
自
の

心
の

中

に

存
す
る
一

種
の

声
、

孟
子

の

云
ふ

是
非
の

心
、

陽
明

学
者
の

云
ふ

良

知、

ソ

ク

ラ

テ
ス

の

教
へ

た

「

デ

イ
モ

ン
」

」

（
「

自
由
国
民
の

底
力
」

）

を

挙
げ

、

「

自
己
以
上
の

偉
大
な
る

権
威
を

有
す
る

も

の
」

と

し
た

。

こ

の

「

内
部
の

矩
」

こ

そ
東
西
の

区
別
な

く、

老
若
男
女
の

別
な
く、

万
人
に

備
わ
る

も
の

と

理

解
さ
れ

た
の

で

あ
る

。

心
に

価

値
を
見
出
し
た
新
渡
戸

は
、

「

内

部
の

矩
」

を

認
識
す
る

こ

と

に

よ

り、

日

本
人
は

目

本
人

と

い

う

枠
に

と

ど

ま
る

存

在
か

ら

脱
し

て、

「

世
界
共

通
の

人

類
の
｝

員
」

（
『

西
洋
の

事
情
と

思

想
』

）

と

な
る

、

つ

ま

り、

日
本
が

西
洋
に

比
肩
す

る

存

在
へ

と

引
き

上
げ
ら
れ
る

と

考
え

た。

　
『

西
洋
の

事

情
と

思
想
』

の

な
か

で
、

新
渡
戸
は

、

日
本
人
の

性
質
と

し

て

「

理

論
に

走
る
」 、

「

コ

ン

ミ

ュ

ナ

ル
、

共
存

性
」

が

発
達

し
て

い

る、

「

直

観
的
な

心

的
能
力
を

持
」

つ

と

い

う
点
を

挙
げ
て

い

る。

そ

し

て

同
時
に
、

西

洋
人
の

性
質
と

す

る

「

プ
ラ

ク
チ

カ

ル
」

と

「

内
部
の

矩
」

を

重

視
す

る
こ

と

に

よ
る

「

自
己

尊
重
」

に

学
ぶ

必
要

性

を
主

張

し、

日

本
の

変
革
を
語
る

。

「

日

本
の

長
所
は
あ
く
ま

で

も
拡
張
す
る

が、

短
所
と

思
は

れ

る

と

こ

ろ
は、

ど
し

ど
し

外
国
の

長
を
採
つ

て

補
ふ

や

う

に

心
が

け
た

い
」

（

『

西

洋
の

事

情
と

思
想
』

）

と

い

う
よ

う
に、

新
渡

戸

は
、

日

本
人
に

対
し

て

自
己
の

長

所
に

他
者
の

長
所
を
加
え、

自
己
改
造

を
行
い

続
け

て

い

く
こ

と

を
要
請
し
た

。

こ

の

「

内
部
の

矩
」

を
重
視
し
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て

生
き

る

西

洋
に

こ

そ、

自
己

に

内
在
す
る
自
己
な
ら
ざ
る

も

の
、

超
越

な

る
も
の

を

認
識
し

て

生
き

る

と

い

う
人
閲
存
在
の

理

想
的
な

あ
り
方
が

実
践
さ

れ
て

い

る

と

新
渡
戸
は

見
た
の

で

あ
る
。

こ

こ

に、

彼
の

ク
ェ

ー

カ

i
派
を
通
じ

た
キ

リ

ス

ト
教
信
仰
に

基
づ

く
人
間

観
が

反
映
さ

れ

て

い

る
と

考
え
ら

れ

る
。

　

新
渡
戸
は、

「

内

部
の

矩
」

を

核
と

す
る

思
想
と

し

て

デ
モ

ク

ラ

シ

ー

を

挙
げ
、

「

世
界
の

大
勢
」

と

予

言
す
る

。

そ

し
て
、

彼
は

デ

モ

ク

ラ

シ

ー
を

「

平
民
道
」

と

呼
び、

円

本
の

道
徳

観
念
と

し

て

象
徴
し
た

武
士

道

精
神
に

替
わ
る

思
想
と
し
た

。

　
以
上

み

て

き
た

よ

う
に
、

新
渡
戸
が

西
洋
と
の

交

流
を

深
め

た

の

は、

人

間
存
在
の

あ
り

方
に

お

い

て、

西
洋
が

日
本
の

手

本
で

あ
る

と

考
え
て

い

た
か

ら
で

あ
る

と

考
え
ら
れ
る

。

聖
書
・

学
問

・

共
同
体

　
　

−
東
京
大
学
「

矢
内
原
忠

雄
展
」

か

ら

の
一

報
告

ー

柴

　
田

　
真

希

都

　
二

〇
〇
九
年
三

月
末
か

ら

六

月
末
に

か

け

て
、

東
京

大
学
は

付
属
の

駒

場
博

物
館
に

お

い

て

「

矢
内
原
忠
雄
と

教
養
学
部
」

展
を

開
催
し

た
。

会

期
中
に

は

約
五

千
人
が

訪
れ
、

月
に
一

度
ず
つ

行
わ
れ

た
シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

企

画
は

ど

れ

も

好
評
を

博
し

た
。

特
に

「

矢

内
原
忠
雄
と
キ
リ

ス

ト
教
」

を

テ

ー

マ

と

し
た

最
後
の

シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

で

は
、

東
大
駒
場
キ

ャ

ン

パ

ス

で

最
も

大
き
い

講
堂
を
一

杯
に

す

る

ほ

ど

全

国
か

ら

沢

山
の

人
々

が

訪

れ
、

関
係
者
一

同
を

驚
か

せ

た

の

で

あ
っ

た
。

　

さ

て
、

こ

の

「

矢
内
原
忠
雄
と

教
養
学
部
」

展
は、

矢
内
原
が

初
代
学

部
長
を

務
め

た

東
大
教

養
学

部

創
設
六

〇

周
年
を

記
念
し
て

企

画
さ
れ

た
。

矢
内
原
は

二

年

半
で

教
養
学

部
長
の

地
位
を
離
れ

、

総
長
に

就
任
す

る

が、

彼
は

総
長
と
な
っ

て

も
教

養
学
部
の

行
く
末
と

学
生
達
の

勉
学
環

境
の

向
上
に

特
別
の

関
心
と

努
力
を
払
っ

た
。

し

か

し

な

が

ら、

そ

の

よ

う
な

矢
内
原
と

彼
を
支
え
た

人
達
の

苦
闘
の

記
録
は

既
に

学
内
外
に

十
分

に

は

残
っ

て

お

ら
ず、

こ

の

展
覧
会
企
画
を
後
押
し

し

た

教
養
学
部
六
〇

年
を

記
念
す

る

草
創
期
に

ま
つ

わ
る

展
示
資
料
は

結
果
と

し

て

手
薄
と

な

っ

た

と
い

わ

ざ
る

を
え

な
い
。

　

そ

れ
と
は

対
照
的
に
、

矢
内
原
忠
雄
の

学
術
的
側
面、

そ

し
て

キ

リ
ス

ト

教
伝
道
の

側
面
は

、

豊
か

な

資
料
に

恵
ま

れ

つ

つ
、

充
実
し
た

展
示
内

容
と

な
っ

た
と
い

え
る
。

従
来

、

駒
場
博
物
館
は

矢
内
原
が

南
洋
群
島
の

調
査

旅
行
か

ら

持
ち

帰
っ

た

数
々

の

現
地
品
の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

を
所
蔵
し

て

い

た

が
、

そ
れ
ら
が
｝

同
に

公
開
さ

れ、

視
覚
的
に

華
や

か

な
印
象
を

与
え
た

と

共
に

、

各
方

面
の

援
助
を

借
り
つ

つ
、

彼
の

現
地
調
査
に

お

い

て

使
用
さ

れ

た

文
書
資
料
や

図、

絵
葉
書
や

名
刺
な
ど
が

集
め

ら
れ
て
、

槁
民
政
策
学
者
矢
内
原
忠

雄
に

つ

い

て

の

広
く
ま

と
ま
っ

た

知
識
が

提
供

さ

れ
た

と

思
わ

れ
る

。

　

ま
た、

矢
内
原
忠
雄
を

語
る

の

に

不
可
欠
な

側
面
で

あ
る

キ
リ
ス

ト

教

伝
道
に

つ

い

て

も、

彼
の

立

脚
し

た

無
教
会
キ

リ

ス

ト

教
の

独
自
性、

さ

ら
に

第
二

次
大

戦
中
の

政
府
社
会
か

ら

の

激
し
い

弾
圧
に

も
か

か

わ

ら

ず、

一

貫
し
て

時

局
に

対
す

る

批
判

的
立

場
を
堅

持
し
た

個

人
雑

誌

（
『

通

信
』

『

嘉
信
』

）

や

講
演
活
動
の

軌
跡
が、

数
々

の

資
料
に

よ

っ

て

後
づ

け
ら

れ
た

。

会
場
で

は

各
所
に

飾
ら

れ
た、

生

涯
の

秘
蔵
写
真
の

276（1368）
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